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A、 B、 C、 D
知識
a、 b、 c、 d
A ⇔ a (同じ)か〈違う〉
B ⇔ b 〈同じ〉か 〈違う)
C ⇔ c (同じ)か〈違う)









































③堀尾輝久「I 学ぶことと子どもの発達」『岩波講座 教育の方法2 学ぶことと子ども
















































要素ごとに分けるとは、対象 を構造化 して理解す ることである。つま り、構造化す るこ
とができればその対象を理角弔した といえる。そ して、構造化 とは「ある事象の構成要素 と、























つま り、要素間の位相を明 らかにす るとは、端的に言えば要素 どうしの関係性を明確に















































































































③畑村洋太郎『みる わかる 伝える』講談社 2008.3
④畑村洋太郎『畑村式「わかる」技術』講談社現代新書 2005.10










































「相関」は 「因果関係」 と「単純相関」の二種類 に分けることができる。「因果関係」と









端的にいえば、「因果関係」は未知の事象に対 して応用できるとい う点で特別 なのである。











































































































































































































費量に相関関係(単純相関)が成立する。 しかし、家族の数 とい う第ニファクターを見落 と









































































































































②村田光二「3章 因果の推論と理解」佐伯眸編『認知心理学講座 第3巻 推論と理解』
東京大学出版会 1982.6 pp.71‐103
③岩田一彦「第I章 授業設計の理論」岩田=彦編著『小学校 社会科の授業設計』東京
































































































































































































































































































































































































































・直接的連動関係 ■有 。□無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター 固有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕
もしくは
■有 。□無 〔見落とし □有 。■無〕



























































































































































授業分析は、学習内容を分析する 【分析視点 1】 と学習で獲得される説明的知識を分析
する 【分析視点 2】 で分析している。そこで、それぞれの分析視点ごと結果をまとめる。
○ 【分析視点 1】 による分析結果
分析視点1は学習内容であり、学習課題と獲得される知識の整合性を分析している。分
析視点1による分析の結果を、次の表Ⅲ‐2‐2に示す。
表Ⅲ-2-2 【分析視点 1】 による分析結果





? 菊池 人穂子 情報発信に重点をおいた農業学習「ミルクとワ
インのまち葛巻町」(第3次1～2時間)
×
3 菊池 人穂子 情報発信に重点をおいた農業学習「ミルクとワ
インのまち葛巻町」(第3次3～4時間)
○
4 木田 博 黒豚生産に取 り組む人々 ○
5 真加部 三智也 企業の目的と活動「100円ショップのひみつを
さぐろう」
○
6 反橋 義明 「国土のようす (地形)」 ○
7 戸田 克典 「米作りの委託」 ×
8 東元 信浩 「日清 。日露の戦争とアジアの働き」 ○
9 服部 太 「栄南小学校区の米づくり」 ○




下舘 史嗣 「くらしをまもる」 ○
12 ガヽ向 和秀 三陸海岸の漁業 ○
13 角田 正和 「山手村の地域的特色を追求しよう」 ○
14 浅野 光俊 「水産業ではたらく人たち」 ○
15 福田 弥彦 「自動車会社をたずねて」 ×
‐56・
16 宇野 賢治 「すなみかき生産を事例とした果樹栽培」 ○
17 須本 良夫 「水産業の盛んな地域」 ○








表Ⅲ-2-3 【分析視点 2】 による分析結果1(因果関係の成立)
No. 授業者 単元名 因果関係が成立しているか












4 木田 博 黒豚生産に取 り組む人々 ○
5 真加部 三智也 企業の目的と活動「100円ショップ
のひみつをさぐろう」
○
6 反橋 義明 「国土のようす(地形)」 ○
7 戸田 克典 「米作りの委託」 ×
‐57‐
8 東元 信浩 「日清 。日露の戦争とアジアの働
き」
○
9 服部 太 「栄南小学校区の米づくり」 ○




? 下舘 史嗣 「くらしをまもる」 ○
?
? 小向 和秀 三陸海岸の漁業 ○
13 角田 正和 「山手村の地域的特色を追求 しよ
つ」
○
14 浅野 光俊 「水産業ではたらく人たち」 ○
15 福田 弥彦 「自動車会社をたずねて」 ○
16 宇野 賢治 「すなみかき生産を事例とした果
樹栽培」
○
17 須本 良夫 「水産業の盛んな地域」 ○





No. 授業者 単元名 因果関係の正確 さ 説明的知識の構造化
?












4 本田 博 黒豚生産に取 り組む
ノ、々
× ×




6 反橋 義明 「国土のようす (地
形)」
× ×
8 東元 信浩 「日清 。日露の戦争と
アジアの働き」
× ×
9 服部 太 「栄南小学校区の米
づくり」
× ×




下舘 史嗣 「くらしをまもる」 × ×
?
? 小向 和秀 三陸海岸の漁業 × ×
13 角田 正和 「山手村の地域的特
色を追求しよう」
○ ○
14 浅野 光俊 「水産業ではた らく
人たち」
× ×
15 福田 弥彦 「自動車会社をたず
ねて」
× ×
16 宇野 賢治 「すなみかき生産を
事例とした果樹栽培」
× ×
17 須本 良夫 「水産業の盛んな地
域」
○ ○










本節では、学習内容(分析視点 1)、説明的知識 (分析視点 2)の二つの視点による先行授業
実践の分析結果に基づいて考察する。




2、 7、 15の事例は整合性がとれていなかつた。この 4事例の「なぜ疑問」と獲得される
知識は次の表Ⅲ‐2‐5のとおりである。

































































































































































































































































No. 5 授業者 真力日部 三智也



























■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有・□無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有・□無〕


















































































































































【説明的知識 5】 は、二つの 【理由】によつて構成されている。そこで、その三つの 【理












正確な把握  |■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有 。□無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕




で獲得した 【説明的知識 1～4】 が基になったものである。つまり、①～③もそれぞれ社会
事象を原因と結果の関係で表した説明的知識である。したがつて、①～③の知識で構成さ





























































































































































































2  資料 2から他
の産地のきゅうり
5～8月の夏場に入























































































































































































































































































































































































































































4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月






















を読み取ることができる。                       【技能】
。きゅうりの旬は夏であり、旬でない冬の時期だと生産量が減り、需要に比べ他府県から
の入荷量が少なくなる。そのため、品物の価値が上がり、高い値段で取引できるから、

























































































の 入 荷 量
(2008Z手)」
※ 資 料 3‐2
「きゅうりの
























































































4月 5月 6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月
■きゅうりの購入数量(g1/一世帯あた り
2月 3月
(「^ ミジ協詢 http・1 eヽgetan.alic.go.jp/index.htllllllより「彗嵯テイ乍局こ)
資料3-3 「きゅうりのおろし売り価格の変化」
きゅうりのおろし売り価格の変化
4月 5月 6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月


































































































































































外 に も理 由が あ































※ 資 料 4‐7
「貨物列車に
よる輸送」











































富 鏑 ‐臨 1動軍 饉
｀ヽヤ'
九.懸畿動雛磯
碧 雛 ‐崎 県 の き ゆ う り が 大 阪 市 |こど ど く 審 で
地 圏 螺 で ,鸞 鑢 集 か ら 大 糠 議 ま で 録 麟 釣 華ぶ





















畿地方や魔東地方などの大,畿地です。    |
「ずいぶん速 く嚢饉 ばれるんだね。輔
費:がかかるんじゃないかな。藤     ||
||
翻臨葬なま.ま違 くまでなどけるF_―めのくしヽ|
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資 料

























■相関関係  □意味的連動性  □時間的序列
□成立している  ■成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 □有 。□無 〔□現象的因果関係 。□本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。□無 〔見落とし □有・□無〕


































■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 □有 。■無 〔■現象的因果関係 。□本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕
・因果関係の強弱 □強 。■弱 〔説明的知識を構成する因果関係の数 :少〕




































■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有 。□無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕



































■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有 。□無 〔■現象的因果関係 。□本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕










































■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有 。□無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕




















































■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 □有 。■無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕










































□相関関係  □意味的連動性  □時間的序列
□成立している  ■成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 □有・□無 〔□現象的因果関係 。□本質的因果関係〕
。第ニファクター □有・□無 〔見落とし □有 。□無〕








No. 8 授業者 東元 信浩
単元名 「日清 。日露の戦争とアジアの働き」 1/1学ヽ校第6学年)
出典 東元信浩「社会事象を自己の視点から判断するために一詩 。新聞記事に込められ
たメッセージを手がかりに一」岩田一彦 。米田豊編著『「言語力」をつける社会


















■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有 。□無 〔■現象的因果関係・□本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕
















No. 9 授業者 服部 太
単元名 「栄南小学校区の米づくり」(小学校第 5学年)
出典 服部太「「具体的な情報」をことばで結ぶ」岩田一彦 。米田豊編著『「言語力」



















■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有 。□無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕














No. 10 授業者 谷 聡























■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有 。□無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕


































■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有 。□無 〔■現象的因果関係 。□本質的因果関係〕
。第ニファクター 固有 。■無 〔見落とし 固有 。□無〕














No. 12 授業者 小向 和秀
単元名 三陸海岸の漁業(小学校第5学年)
出典 小向和秀「『水産業にたずさわる人々』の学習」朝倉隆太郎編『現代社会科教育


















■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 □有 。■無 〔■現象的因果関係 。□本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕







































■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有 。□無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター 固有 。■無 〔見落とし □有・□無〕



































■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有 。□無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕






































■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 □有 。■無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕




































■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 □有 。■無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有 。□無〕





































■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 ■有 。□無 〔□現象的因果関係 。■本質的因果関係〕
。第ニファクター □有・■無 〔見落とし □有 。□無〕















No. 18 授業者 鈴木 重仁
単元名 「情報と社会」(小学校第5学年)





















■相関関係  ■意味的連動性  ■時間的序列
■成立している  □成立していない
○因果関係が正確であるか
。直接的連動関係 □有 。■無 〔■現象的因果関係 。□本質的因果関係〕
。第ニファクター □有 。■無 〔見落とし □有・□無〕
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